
日

22

0558-76-011120:00

不可火

私/私の職場/私の職種による「まちづくり」
の取り組み

大仁庁舎

第3会議室

内容

19

16:00

時間 イベント名

20

8

木

不可

相談支援事業所部会

0558-76-8007

木

場所 主催

虐待防止におけるアンケート作成

10:00

地域課題の検討

相談支援事業所部会
17:00

障がい福祉課

就労部会

参加

不可

0558-76-8007

12:00

大仁庁舎

第3会議室

参加

16:00

内容 参加

医療と福祉の多職種勉強会

９月開催認知症サポーター養成講座につい
て／対象者の選定、支援方針の検討

16:30

長寿介護課

0558-76-8010

14:30

木

月 内容 可能

認知症地域支援推進員連絡会/

認知症初期集中支援チーム員会議
大仁庁舎

第１会議室

大仁庁舎

第5会議室

障がい福祉課

0558-76-8007

22

17:00

内容 参加

参加

不可

地域課題の検討

障がい福祉課

伊豆保健医療センター

内容

19:00
Zoom

●介護保険負担割合証・後期高齢者医療被保険者証が８

月から切り替わります。

施設に入所中のご家族がいらっしゃいましたら、新しい

証を一度施設へご提示ください。

●児童扶養手当のお知らせ

８月は現況届の提出月です。対象者には、７月下旬～８

月上旬に書類を郵送します。期限内に申請書に必要書類

を添えてご提出ください。

提出期限：８月１日（木）～30日（金）

問合せ：こども家庭センター（0558-76-8008）

●【無料】司法書士相談会

社会福祉協議会では無料の司法書士相談会を月1回開設し

ています。事前に予約が必要です。詳細は伊豆の国市社

会福祉協議会ホームページをご確認ください。

日程：8月20日（火）13：30～16：30（30分/枠）

場所：韮山福祉保健センター

対象：市内在住の方、または市内在住者に関する相談

問合せ：社会福祉協議会（055-949-5818）

初開催！ART FROMプロジェクトin伊豆の国

7月10日から16日まで、市民交流センターくぬぎ会館正面

玄関にて開催しました。

●“ART FROMプロジェクト in伊豆の国”とは？

静岡刑務所の受刑者が作製した絵画、書、短歌等の芸術

作品を展示することで、刑務所や受刑者らの活動を理解する

とともに、来場者が感想やメッセージを短冊に託すことで、社

会復帰に向けた意欲につなげる活動です。（感想やメッセー

ジは、後日受刑者に届くよう回覧されるそうです。）

行政情報発信誌

伊豆の国市から、医療・福祉・介護に携わる皆様と共有したい情報を発信！

内容等変更の可能性がありますので、

開催につきましては、各主催者にお問い合わせ下さい。

令和６年度より「熱中症特別警戒アラート」がスタートしました！

都道府県内において、全ての暑さ指数情報提供地点における、翌日の日最高暑さ

指数（WBGT）が35（予測値）に達する場合等に発表されます。

※熱中症特別警戒アラートの概要

・広域的に過去に例のない危険な暑さ等となり、人の健康に係る重大な被害が生

じるおそれがあります！！

・自分の身を守るだけでなく、危険な暑さから自分と自分の周りの人の命を守ってく

ださい！！

・今まで普段心掛けていただいている熱中症予防行動と同様の対応では不十分な

可能性がありますので、今一度気を引き締めていただいた上で、準備や対応が必

要です。

暑さ指数 （熱中症関係府省庁ポータル参照）

【注意】21度以上25度未満：積極的に水分補給

【警戒】25度以上28度未満：積極的に休息

【厳重警戒】28度以上31度未満：激しい運動は中止

熱中症の危険度を示す「暑さ指数」や「熱中症警戒アラート」を活用し、エ

アコンの適切な利用、こまめな水分・塩分補給など熱中症を防ぐ行動を心

掛けましょう！また、高齢者や乳幼児など「熱中症弱者」への見守り・声がけ

をお願いします。

令和６年8月1日発行

静岡県伊豆の国市役所

福祉事務所 社会福祉課

電話：0558－76－8004

今月の１枚



長寿介護課 担当 石和

会議名 楽だら体操教室　身体機能評価

日　時 2024/7/2 場　所 南條区民ホール

参加者 9 名

　生活支援コーディネーターが地域に出向き把握した地域課題のうち、

今回は「いきいきサロンの活性化が進んでいない」という課題について

話し合いました。

　「隣近所の住民が顔を見て、誘い合うことが有効な手段」との意見が

ありました。時代の変化につれてコミュニケーション手段は豊富にな

り、非対面でコミュニケーションを取り合うことが容易になりました。

一方で、対面コミュニケーションは相手の表情や声等を直接感じること

ができます。いきいきサロンの活性化は地域住民同士の対面コミュニ

ケーションの機会が増えます。

　他者と対面コミュニケーションを取ることにより、生きがい、居場

所、役割を持つことが「健康寿命の延命」に繋がることでしょう。

　今回は、4月に延期となった勉強会を、臨時で行いました。臨時に

もかかわらず多くの参加者にご参加いただきました。

　順天堂大学医学部附属静岡病院　理学療法士　河原様より、絵本

から始まった繋がりについてお話しいただきました。

　ディスカッションは、「（自分の仕事以外の）地域の方とのつな

がり」 「地域の方とのつながりの中での医療福祉の視点」をテーマ

に行い、認知症マフ作りが地域とのつながりとなっていることや、

移動支援の取組を行っていること、改めて地域との繋がりが少ない

という気づきもありました。

　全体ディスカッションでは、病院も、更に地域と繋がっていきた

いという話がありました。

長寿介護課 担当 岩田 長寿介護課 担当

会議名

日　時

第２回　第１層協議体会議 会議名 第17'回　医療と福祉の多職種勉強会

2024/7/25 場　所
韮山・福祉保健

センター
日　時 2024/7/8 場　所

大仁庁舎第１会議室

ZOOM

　7月より、リハビリ専門職の皆様にご協力いただき、コロナ
禍により長らく休止していた身体機能評価を再開することが
できました。
　初回は南條区民ホールにて実施し、9名の体力測定と、楽だ
ら体操を続けることの大切さについて講話をしていただきま
した。
　１１月末までに、公民館などの各体操教室実施場所にて29
回の実施を予定しております。

芦澤

参加者

内容 いきいきサロンの活性化 内容
理学療法士が描いた絵本から
〜Storyと環境を最大限に活かす地域づくり〜

参加者 13 名
会場9名
48端末

名

内容 楽だら体操に参加者している高齢者の体力測定

7月は、「社会を明るくする運動～犯罪や非行を防止し、

立ち直りを支える地域のチカラ～」強調月間でした。

7月10日から7月16日まで、韮山反射炉を更生保護の

イメージカラーである黄色にライトアップしました。

●“社会を明るくする運動”とは？

“社会を明るくする運動”～犯罪や非行を防止し、立ち直りを

支える地域のチカラ～は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と

犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、それぞれの

立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい

地域社会を築くための全国的な運動です。

8月21日から8月27日までの7日間を全国一斉「こど

もの人権相談」強化週間として、こどもの人権に関する

専用相談窓口「こどもの人権110番」（フリーダイヤル

0120-007-110［ぜろぜろななのひゃくとおばん］）

とチャットによる相談窓口「LINEじんけん相談」の平

日の相談受付時間を延長するとともに、通常、相談対応

をしていない土曜日・日曜日も人権相談に応じます。

（相談無料・秘密厳守）


